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J-STAGE事業について

◆ 1999年サービス開始

◆ 収録誌数: 3,901 誌
収録記事数: 5,658,352記事
 (2023/11/22現在、刊行終了誌や予稿集を含む)

◆ 我が国の科学技術刊行物の国内外への情報発信及び
流通を促進

◆ オープンアクセスを推進

◆ データの作成・公開・運用は各発行機関
(J-STAGE利用学協会等)が実施

日本の学協会等が発行する学術ジャーナルの
電子出版を担うプラットフォーム

８割以上のジャーナルが無料

www.jstage.jst.go.jp
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J-STAGE Data https://jstagedata.jst.go.jp/
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• J-STAGE登載論文に関連するデータを登載・公開するデータリポジトリ

• データに、論文とは独立のメタデータ、DOI（JaLC経由）、CCライセンスを付与

• すべてのデータはオープンアクセスで公開、ダウンロードが可能

➢ 39誌、596データを公開中
(2023/11/18)

➢ Powered by Figshare

新着データの
サムネイル

閲覧・ダウンロード状況

検索窓

サムネイルをクリックすると、
データページへ

2020年開始



・タイトル
・Data Availability 

Statement

・データの説明

・公開日
・データタイトル
・著者名
等のメタデータ

データ
プレビュー

J-STAGE Dataへのリンクをクリック

※利用可能なデータの
所在等に関する記述

論文にデータ情報を表示できる へジャンプして
記事関連データを閲覧

J-STAGE上の論文へのリンクをクリック

関連付け

J-STAGE Data https://jstagedata.jst.go.jp/
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オープン
アクセス



データ画面
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閲覧数、ダウンロード数、被引用数

データに言及している
論文へのリンク

二次利用ライセンス
の情報

キーワード

著者名

研究データのタイトル

データのプレビュー画像

一括ダウンロード

引用情報の表示



データ登載状況

6

⚫ 利用申し込み・公開データとも、順調に増加



データ登載状況
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Item TypeCategory License

全555件（2023/9/1）



データ公開の例 ①
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日本気象学会
「気象集誌」

J-STAGE Dataからのデータの公開

J-STAGEからの論文の公開

シミュレーション結果の生データをJ-STAGE Dataから公開
第三者による再利用が可能に

3 GB以上の
巨大な
データセット



日本質量分析学会
「Mass Spectrometry」

J-STAGE Dataからのデータの公開

スペクトルの
生データ
（csv形式）

J-STAGEからの論文の公開

スペクトルの生データは、ジャーナルのウェブサイトから
無償で公開されているビューアーで可視化することができる

論文に示した質量分析スペクトル（グラフ）の生データを
J-STAGE Dataから公開
信頼性の検証やスペクトルのデータベース化が可能に

データ公開の例 ②
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データ公開の例 ③
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東北地理学会
「季刊地理学」

J-STAGE Dataからのデータの公開

J-STAGEからの論文の公開

アンケート
の結果

アンケートの結果の生データをJ-STAGE Dataから公開
第三者による再利用が可能に



利用状況
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7割以上が海外から。
半分以上のアクセスは米国から。
J-STAGE Dataは国際情報発信に効果的！

月間閲覧数 約16,000
月間ダウンロード数 約4000
ダウンロード数は日本と米国とで拮抗



外部サービスとの連携

CiNii Research
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この下部には元論文へのリンクもある
https://cir.nii.ac.jp/crid/1460007980297681024

Google Dataset Search

Dimensions

re3data

J-STAGE Data収載の
研究データがヒット



J-STAGE Data データポリシー
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➢発行機関向けに、J-STAGE Dataデータポリシーを策定。
https://www.jstage.jst.go.jp/static/files/ja/pub_JstageData_policy_for_menbers.pdf

研究データおよび研究データに付与される情報（DOI、メタデータ、リンク）の取り扱いに関する
基本方針を示している。

➢下記を参考とした。

“研究データの公開・利用条件表示ガイドライン ver.1.0”. 研究データ利活用協議会（RDUF）研究データライセンス小委
員会, 2019, 32p. https://doi.org/10.11502/rduf_license_guideline

➢主な内容

•研究データの公開・非公開・・・ 著者および発行機関が判断

•留意すべきデータ公開の制約・・・ 分野・研究コミュニティの慣習、個人情報、国家安全
保障、国際関係、共同研究契約や個別の契約、所属機関（部署）、研究助成機関

•エンバーゴ期間の設定・・・ 12ヶ月以内を推奨

➢ 発行機関に即した具体的なデータの公開・管理ポリシーは、発行機関が策定する。



J-STAGE Dataのめざすところ

• J-STAGE登載誌の研究根拠データ公開の場

ジャーナル編集委員会による査読・確認のうえで公開する

研究コミュニティですでに確立したデータバンク・データリポジトリがある場合は、
J-STAGE Dataは推奨しない

• 研究データの二次利用推進

二次利用（再利用）が期待される・想定される研究データを公開する

電子付録（Supplementary Material）と棲み分ける・使い分ける

単なるデータ置き場にはしない

• データ生産者の評価

公開された研究データが引用・再利用されることが研究者としての業績となり、

さらにはデータ生産者の評価につながることを期待
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どのようなデータをJ-STAGE Dataに収載するか

• 単独で流通させることのできる、研究コミュニティや第三者に向けての再利用可能な
データの公開に適する

– 表 （数値からなるデータセット）
– グラフ、写真、動画 など
– ソフトウェア、プログラム、プロトコル など

• 論文と同様に、ジャーナル編集委員会による査読を経て受理されたデータのみが
公開される

• 実際に、どのデータをJ-STAGE Dataに収載するかは、ジャーナル編集委員会
および著者が決める
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データをJ-STAGE Dataに収載するメリット

特に Supplementary Material（電子付録）と比較して

データに、論文とは独立して、

メタデータ、DOI、CCライセンス を付与

検索される、引用される、再利用される

データが論文とは独立に流通する！

そのほか、

• GBサイズ、また、多様なファイル形式のデータを公開できる

• 閲覧数や被引用数など、統計情報が得られる

• 論文においてもプレビュー機能により、概観できる
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論文およびデータ公開のワークフロー
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相互リンク

論文 データ

受領
↓
査読
↓
受理
↓
公開

ジャーナル編集
プロセス

論文とデータを同時に投稿

論文およびそれに
付随したデータ

すでにJ-STAGEに公開さ
れている論文に対して、
あとから付随するデータを

公開することも可能

論文とデータを同時に査読

論文とデータを同時に公開

データは、J-STAGEとは
別のシステムで流れます
（投稿審査システムは

使用不可）



データ登載の流れ
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アップ
ロード

査読・
メタデータ
の確認

公開

著者 ジャーナル

データをアップロードする。
データのアップロードに、
アカウントは不要。

データを査読する。また、
メタデータを確認・修正・
追加する。

アクセプトとなったら、
J-STAGEの論文へのリ
ンクを設定し、データを
公開する。

ジャーナル

査 読

J-STAGE
表示設定

J-STAGEの論文に
J-STAGE Dataのデータ
へのリンクを設定する。
（J-STAGE側での作業）

ジャーナル

査読者



データおよびメタデータのアップロード
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メタデータの登録画面
ファイルをアップロードしたのち
この画面でメタデータを入力していく

Submit をクリックして
データ・メタデータをアップロード



項目名 必須 文字制限など 入力する内容・注意点 など

Title ＊ 半角3文字以上500文字以下 【英語入力のみ】データのタイトル

Item type ＊ ドロップダウンメニューからひとつを選択 【英語入力のみ】データの種類として最もふさわしいもの

Authors ＊ 【英語入力のみ】データの著者

Categories ＊ ドロップダウンメニューから最低ひとつを選択 データについて関連する分野としてふさわしいもの

Keywords ＊ 最低ひとつを入力しEnterキーを押下して確定 【英語入力のみ】データについて関連するキーワードとしてふさわしいもの

Description ＊ 半角4文字以上5000文字以下 【英語入力のみ】データに関する説明文

Funding 候補から選択するか、250文字以下で入力 データについて関連する助成金の情報

Reference データについて関連するURLがあれば

License ＊ ドロップダウンメニューからひとつを選択 データの二次利用に関するライセンスの種類

Manuscript title データと関連するJ-STAGE記事の投稿時のタイトル

Manuscript number J-STAGE記事の投稿時の整理番号などがあれば

Article DOI J-STAGE記事のDOIが確定している場合は入力

Corresponding author email address ＊ データの連絡先著者のメールアドレス

Title (in Japanese) データのタイトル（日本語表記）

Description (in Japanese) 10文字以上10,000文字以下 データに関する説明文（日本語表記）

Manuscript title (in Japanese) データと関連するJ-STAGE記事の投稿時のタイトル（日本語表記）

Authors (in Japanese) 2文字以上10,000文字以下 データの著者（日本語表記）

Copyright ＊ 1文字以上250文字以下 【英語入力のみ】データの著作権表示を「© 公開年 著作権者」の形式で表記 20

J-STAGE Data アップロードの際に入力するメタデータ



J-STAGE Data 仕様など
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項目 仕様

費用 無料 （将来的には有償の可能性あり）

データ容量（１誌当たり） 100GB/1誌 （要調整）

データ容量（データ当たり） 上限なし （ブラウザからは5GB、インターネットでのデータ送信の目安として20GB）

データ種別
データセット、画像、動画、その他、登載可能なデータに制限無し。
プレビュー可能なデータについても、一般的な形式は幅広く網羅。

ライセンス オープンアクセスで、基本的にCCライセンスなど

連携サービス Dimensions、Google Dataset Search など



ライセンスについて

• J-STAGE Dataにおいては、登載する研究データのライセンスについて定めておらず、発行機関が適切に選択す
ることとしている。

• J-STAGE（現状）

– ジャーナルのポリシーは各発行機関が定めるが、研究データに関するポリシーを定めている機関はまだ少ないと考えられる。
（説明会、個別ヒアリング等より）

• 希望する発行機関に、ジャーナル品質向上のためのコンサルテーションを提供している。
まず投稿規程の整備から開始するが、その中で研究データポリシーに関する助言も実施。

• 世界の動向を踏まえてどのように発行機関に案内していくか検討していく。
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今後の展望
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共通メタデータ項目への対応

実施内容

効果

・JaLCシステムのメタデータをCSTIの指定するメタデータの共通項目に対応し、研究データ基盤システム
（NII RDC）と連携させることで、研究データの収集・利活用を促進する。

⚫ J-STAGE DataのメタデータをCSTIの指定するメタデータの共通項目に対応するよう拡張。
⚫ 当該メタデータを表示可能とするとともに、JaLCシステムでのDOI登録時にメタデータを提供。
⚫ JaLCシステムのDOIメタデータをCSTIの指定するメタデータの共通項目に対応するよう拡張。
⚫ JaLCシステムからNII RDCへのメタデータを提供可能にするよう情報提供機能を改修。

⚫ J-STAGEの登載論文のエビデンスデータとしてJ-STAGE Dataに登載された研究データがNII RDCを経由して流通
することで、良質な研究データの利活用が拡大。

⚫ DOI登録時にメタデータを入力することで、そのメタデータがNII RDCに提供されるため入力者の負担低減に繋がる。
⚫ JaLCシステムおよびNII RDCへの研究データ登録が促進されることで、我が国における研究データの管理・利活用
が促進される。

メタデータ拡張

登録提供

研究データ基盤
システム
（NII RDC）

メタデータ拡張



➢ J-STAGE Dataリリースノート
https://www.jstage.jst.go.jp/static/files/ja/pub_release_jstage-data.pdf

➢ J-STAGE 各種サービス・機能 データリポジトリ
https://www.jstage.jst.go.jp/static/pages/JstageServices/TAB5/-char/ja

➢ J-STAGEニュース
No. 46 「J-STAGE Dataリリースから18ヶ月」
https://doi.org/10.34344/jstagenews.2021.46.1

No. 48 「J-STAGE Dataでの研究データ公開を推進するための取り組み」

https://doi.org/10.34344/jstagenews.2022.48.1

No. 50 「J-STAGE Dataを有効に活用した研究データ公開の事例」
https://doi.org/10.34344/jstagenews.2022.50.2

No. 51 「J-STAGE Dataユーザ会を初めて開催してみた」
https://doi.org/10.34344/jstagenews.2023.51.2

参考資料
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ご関心のある方は、ぜひお問い合わせください
data-contact@jstage.jst.go.jp

https://www.jstage.jst.go.jp/static/files/ja/pub_release_jstage-data.pdf
https://www.jstage.jst.go.jp/static/pages/JstageServices/TAB5/-char/ja
https://doi.org/10.34344/jstagenews.2021.46.1
https://doi.org/10.34344/jstagenews.2022.48.1
https://doi.org/10.34344/jstagenews.2022.50.2
https://doi.org/10.34344/jstagenews.2023.51.2


ご清聴ありがとうございました
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